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陸棚斜面による長周期波の部分反射一都司
Greenの法則により，水深の1／4乗に反比例　zoo
しながら進行する．すなわち大陸棚最先端で
の波高α・と，湾口での波高α・の問には，
D・，D・をそれぞれの場所の水深として，
　　　　　　　1；一（音）1／4（・1）
が成立つ．この式に基づいてP港の港口での
振幅αH。を求めると，
　　　伽・一・・佑（4；0）1／4一・・ψ
同様にQ港の港口での振幅α。Qは
　　　伽・一・・吻（1；0）1μ一・・吻
となって∠D’の大きいQ港の方が，押し寄
せてくる津波の高さは低くなる．この間の事
情はふしぎでも何でもない．1”が大きいほ
ど多くの反射エネルギーが，陸棚斜面の所で
沖合へ逆戻りさせられるからである．
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図9透過波の位相角の遅れ，ラジアソ単位．
　　記号については図6の注参照
Fig．9　Delay　phase　angle　of　transmitted　wave．
　一般に，港口での波高は反射波のエネルギー分だけ，Greenの法則を陸棚斜面に適用して
計算した場合より小さな値となっているはずである．その差は，反射波のエネノレギーの割合
の小さい，∠D1がO．5以下の場合には，あまり問題とならないであろうが，」D’が1に近く
なるにつれて，反射波の持ち去るエネルギーの割り合いが大きくなり，両者による計算振幅
の差は大きくなるであろう．ε．1→。。の場合に対してこの間の事情を次節で詳しく述べるこ
とにする．
　図6，図9は入射波に対すの反射波，透過波のA面B面における位相の遅れをそれぞれ示
している（単位はラジアソ）．位相については”γの値はさほど影響しないので，1”を変
えたいろいろな場合を表わす線はほとんど重なってしまう．どの場合もε一1→。。のとき，位
相の遅れは0に漸近する．反射波についていえば陸棚斜面の長さが短くなると，反射の様式
がしだいに矩形湾の湾奥での反射形式に似て，入射波とともにA面で定常波のr腹」を形成
するようになる傾向をもつことを意味する．
　さて図4，5，7，8において，ε．1が5より大きいときには値はほとんど変らないように
見える．ε一1が大きいとき反射波，透過波の振幅，エネルギーがどのような値に漸近するか
を，次節で調べてみよう．
3．2ε一1→。。の場合の解
　入射波の波長が，陸棚斜面の長さに比べて非常に長い場合について調べる．この時には
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（19），（20）式に現われた行列∫｛j（ク，プ＝1，2）が単位行列になるから，（20）式の関係は大変簡
単になって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　α壬＝1＋砥
　　　　　　　　　　　　　　　　　仰α壬＝1一砥
となり，ただちに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一ノD1
　　　　　　　　　　　　　　　　　砥＝　　一　　　　　　　　　　（24）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋ノ冴
　　　　　　　　　2
　　　　　α壬＝■　　　　（25）
　　　　　　　1＋ノπ　　　　　　z。
が得られる．これらの式がエネルギー
収支の関係（22）式を満たしていること
は容易にたしかめられる．またこれら　　　　　　　　　　　G「eenlsユaw
の式はすべて実数で表記されているか　　　　　　　　　　　　　　　叫
ら，反射波，透過波とも位相の遅れは
ない．図10に（24），（25）の関係を示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
した．横軸は2本の尺度が示してある
が，上の方がD6，下の方が〃）1を目
盛ってある．対比のためにGreenの　　　　　　　　　　　　　　Q貴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E’
法則によって計算した透過波振幅も書
き入れておいた．∠∬がO．8より大　　o0906070605　403020100
きいと，伽カ、ブから大きくず札　ユベ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠o’
この法則が妥当しなくなっていること　　図10ε一・→。。の場合の反射波透過波の振幅，およ
がわかる．　　　　　　　　　　　　　　　　びエネルギー・G・eenの公式に従って計算した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　透過波の波高を比較のために示す．
　（24），（25）の関係を領域I，皿にお　　Fi9．10Amplit・d・・f・・H・・t・d（αも）・nd　t・・n・mitt・d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（α壬）wave　and　energy　ratio　of　each　wave　ER，
ける波速01，c3を用いて表わすと，　　　　E、，i、、h，c、、、th，t　th，width．f　th，c。、、i、、、ta1
　　　　　61－o呂　　　　　201　　　　　　　　　slope　is　extremely　sma11and　that　the　depth　of
　　　α会＝。、十。、・α壬＝。1＋。、　　・・・・・・・・・…1・・・・・…。・・・…1it・…f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　transmitted　wave　calculated　by　Green’s　formula
エネルギーの反射率，透過率は，　　　　　　i・・1…　h・wn　f・・。・mp。・i…．
　　　　　　　　　　　　　　　（o1－61）2　　　　　　46103
　　　　　　　　　E。＝1α会1』　　　　　EI＝1α壬1〉π＝
　　　　　　　　　　　　　　　（01＋03）2’　　　　　　　　　（61＋03）2
となって，媒質の境界面における光の反射，透過に関する光学上のFresne1の公式と全く同
形になる．
4．　む　す　び
以．．ト見てきたように，陸棚斜面のような海域を通過する長周期波に対しては，Greenの式
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を始め，海底傾斜がゆるやかであると仮定して展開された数多くの研究成果は，そのままで
は適用できないことが判明した．また津波，高潮予報のためのシミュレーシヨソに際して
も，格子点間隔の選び方によっては，陸棚斜面による反射の影響を反映しないことが多く，
本研究に述べた点を考慮してその計算結果を見なおす必要があるであろう．
　なお，今後の問題として，本研究で得た結果を室内水檜実験や実地観測によって検証する
こと，温度躍層が発達していて，海の密度分布が2層構造をしている場合の計算などをあげ
ることができる．とくに後者は，内部波発生の主な原因の一つが解明できる可能性があり，
沿岸水塊の混合形成の問題と関連して大きなテーマに進展する可能性がある．
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